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審 議 会 等 の 会 議 結 果 

１ 会議の名称 平成２８年度第２回津市環境審議会 

２ 開催日時 
平成２９年３月２９日（水曜日） 

午後３時３０分から午後４時４０分 

３ 開催場所 
津リージョンプラザ ２階 第１会議室  

（津市西丸之内２３－１） 

４ 出席した者の氏名 

（津市環境審議会委員） 

加藤忠哉、北村早都子、青山泰樹、赤野利彦、出馬昇、 

井ノ口こ乙、太田増一、大原興太郎、岡田惠子、筧晴、片岡眞郁、

須山美智子、畑井育男、前田太佳夫、前田洋明、丸橋守 

（事務局） 

環境部長 蓑田 博之 

環境部環境施設担当理事 伊藤 順通 

環境部次長 吉田 雄二  

環境政策担当参事(兼)環境政策課長 小畑 種稔 

環境保全担当参事(兼)環境保全課長 木村 重好 

環境施設担当参事(兼)環境施設課長 兼平 浩二 

環境政策課調整・企画管理担当主幹(兼)企画員 長脇 弘幸  

環境政策課主査 鈴木 弘一 

環境政策課主事 濵口 智寛 

５ 内容 
１ 第二次津市環境基本計画の策定について 

２ その他 

６ 会議の公開・非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ０人 

８ 担当 

環境政策課企画管理担当 

電話番号 ： 059-229-3139 

E-mail ： 229-3139@city.tsu.lg.jp 
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議事の内容 下記のとおり 

環境政策課 

調整・企画管

理担当主幹  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お待たせいたしました。定刻になりましたので、ただ今から、第

２回津市環境審議会を開催いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、ご出席を賜り、誠にありがと

うございます。 

審議に入るまでの間、進行役を務めさせていただきます環境政策

課の長脇でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

なお、本日、所用により、 

「三重県 環境生活部 環境生活総務課長 明石 典男 様」  

「環境省 中部地方環境事務所長 三村 起一 様」「藤田 千佐 

様に、おかれましては、ご欠席とのご報告をいただいております。 

それでは、初めに会議の開催にあたりまして、市長からご挨拶さ

せていただきます。 

 

環境審議会の皆様方には、大変お世話になっております。ありが

とうございます。 

実は委嘱の時にですね、ご挨拶を申し上げたわけでございますが、

これは非常に大事な２年間の任期になると思います、ということを

申し上げる中で、環境基本計画を作る、こういうミッションが２年

間です、ということを申し上げました。 

その後、具体的に総合計画の審議も進んでまいりましたので、年

度末の時期になりまして恐縮ですが、来年度には環境基本計画をご

審議いただく、その今日はテイクオフ、離陸というということにな

るわけでございます。 

改めて私が考えていることを少し申し述べたいと思いますが、ま

ず大きく言えば、環境基本計画第１期、新津市の第１期というもの

は、平成２０年度から２９年度でありましたので、その時は主に旧

１０市町村がどのような環境政策を持っていて、そして新津市にこ

んなことを期待する、こういうふうにやってほしい、こんなことが

課題だと、持ち寄ったものを一つにまとめたものが、その時の環境

基本計画だったというように思います。 

それはそれでとても大事なことですし、それぞれの旧１０市町村

で積み上げてきたものをしっかりと引き継ぐという意味で非常に大

切なことだったというふうに思います。 

その上で１０年経ちました。今これからの環境基本計画を考える

には、今の津市がですね、自分たちで１０年前のそれぞれ持ち寄っ

たものではなくて、自分たちでどういうふうに今後の１０年間の環
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境というものを考えるか、ということを決めていかなければいけな

い。そんなことになると思います。 

建て付けとしては、まさに我々が今のこの委員の皆様、あるいは

私どもの行政当局がですね、こんなふうなことを思っている、考え

ている。あるいは、こういうふうにしていきたいというようなもの

を書いていく、そういう計画に思います。と同時に昔も今も変わら

ないのは、市民の皆様が環境については色々と考える、あるいはこ

んなふうに思うということを大きく取り込んでいただきながら、と

いうか、一緒になって考えながらというか、決めていくべきものだ

ろうと思っております。 

行政側が行政の都合で、ごみの集め方を勝手に決めていくことの

おかしさというのは委嘱のときにお話しさせていただいたと記憶し

ておりますが、ほどほどさように我々は皆がですね、それぞれの立

場で２１世紀後半あるいは、２２世紀に向けてですね、地球の環境

を守っていかなければいけない立場にあるわけでございますので、

これは色々な方が色々な形でお話になるということが、この計画を

作っていく上でとても大事だというふうに思っております。 

是非オープンな議論をお願いしたいと思っております。 

さて、それが建て付けなのですが、じゃ中身、コンテンツで申し

上げればですね、ちょっと大きな流れで申し上げますと、高度成長

時代の公害というものに対して環境をどう守るかという時代があり

ました。 

その後、省エネですとか、あるいは地球環境をどう守るかという

ようなことにですね、だんだんウエイトがシフトしていきました。  

ということで、次何が来るのだろうかと、これは私の個人的な考

え方ですが、おそらく生活環境というか、暮らしなり人々のいわば、

人生そのものというか、周辺の環境、そういうところでどういう環

境にあるべきということをですね、ぜひ考えていかないといけない

そんな期間になっているんだろうなとこれは思っております。 

例えばエネルギーのことを申し上げても、再生可能エネルギーの

ことを言われていまして、「再生可能エネルギーで賄える家庭用の年

間消費電力を賄える都市となりました」という話を３月２３日に記

者発表しておりますが、これもですね、もちろん太陽光はいいもの

ですね。いいものなのですが、今起こっていることというのは、も

のすごくミニ太陽光発電所みたいなのが、あちこちにできていて、

家のすぐ軒先の所に、お隣に、太陽光パネルができるというような

ことが起こっているわけです。 

これは今の法規制の中では断れないのですね。あるいは、農地の
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転用さえ取れれば建ってしまうというのがあるわけですね。大規模

な太陽光発電所を作っていきましょうと。これはこれでどうかとい

う。 

例えば、山の斜面にずっと太陽光パネルを設置しているところが

ありますね。いわゆるなにか大雨が降ったときに大丈夫かというこ

とがありますが、それと共に生活環境の中で、すぐ隣の家に太陽光

パネルができたとき。最近聞いた話では一軒の家の両側に太陽光パ

ネルができて両側から熱がくるのか光が来るのかよく分からんけれ

ども、とても居心地悪いわみたいな話を言っておられる方がいらっ

しゃる。そんなことが起こっているということです。 

ですから一方的に再生可能エネルギーの普及というだけでは話が

終わらないという世界があります。 

次が、例えば空き家、空き地ですね。空き地、空き家にしておくの

は人の勝手やないかという時代がずっとあったわけですよね。とこ

ろがこれだけ増えてくると、そしてしかも管理されない空き家が増

えてくるとこれは生活環境の問題になってきているわけですね。害

虫が発生するとかですね、草を刈ってもらえないとか、ひいては通

学路の安全が崩れかかってくる空き家からどう子供たちを守るかみ

たいな話になってくると、これは人の所有権のものであるといって

も、ほっておけなくなってくるということで、本当に暮らしの周り

に色々なことが出てきたように思います。 

例えばごみの話しもそうですね。今までそのごみをどう減らすか、

あるいはどのようにリサイクルするかということだけでやってきま

した。それはそれでとても成果が上がってきましたが、もうちょっ

と大きな話しをすると、そのリサイクルの仕組みの中で一番効率な

リサイクルをしているでしょうか。というようなこととか、あるい

は一般廃棄物最終処分場を作りましたが、これをより長い時間使っ

ていくためにはどのような持って行きかたをすればいいんでしょう

かとか、それぞれ生活から出てくる物が大きく環境政策全体に影響

してくる、そんな時代になってきたのではないかというふうに思っ

ております。 

したがって、是非皆様にこの環境基本計画で、お願いをしたいの

は、環境基本計画とはこんなものだとか、こんなふうな、いわば一

般的にはこんなふうなものだとかというような、あまり先入観なく

色々なことを議論していただく中で結果として津市の平成３０年ス

タートの環境基本計画が新しい時代にふさわしい計画として作り上

げられることを強く期待するものでございますし、よろしくお願い

をしたいなと思っております。 
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環境政策課 

調整・企画管

理担当主幹 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

環境政策課 

調整・企画管

理担当主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上諮問前に私の考え方を申し上げる機会をいただきまして、あ

りがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、市長から当審議会に対し、第二次津市環境基本計画

について、諮問をさせていただきます。 

円卓外側の正面、加藤会長のお席の前で、諮問書をお渡しいたし

ますので、申し訳ございませんが、加藤会長、北村副会長ご起立い

ただきますようよろしくお願いいたします。 

 

では諮問させていただきます。 

津市環境審議会、会長加藤忠哉様、津市長、前葉泰幸、津市環境基

本計画について諮問、津市環境基本計画の策定に当たり、貴審議会

の意見を求めます。平成２９年３月２９日。よろしくお願いいたし

ます。 

 

ありがとうございました。ここで、市長は退席させていただきま

す。ただ今、委員さんのお手元に諮問書の写しを配布させていただ

きます。 

それでは、審議に入ります前に、お手元に配布してございます、

本日の会議資料の確認をお願いしたいと存じます。 

まず始めに、本日の「事項書」でございます。 

資料１といたしまして、 

「津市環境審議会 委員名簿」でございます。 

資料２といたしまして、 

「津市総合計画の構成（案）」でございます。 

資料３といたしまして、 

「第二次津市環境基本計画の策定にかかる基本的事項」 

 でございます。 

資料４といたしまして、 

「津市環境基本計画 現状と見えてきた課題」 

でございます。 

資料５といたしまして、 

「第二次津市環境基本計画の理念・環境像・環境目標」 

でございます。 

資料６といたしまして、Ａ４横になりますが 

「第二次津市環境基本計画の策定スケジュール」 

でございます。 
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加藤会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、Ａ４横長の「津市環境審議会に係る意見シート」 

の以上、７点でございます。 

よろしいでしょうか。 

それでは、次に会議の成立について、ご報告申し上げます。 

津市環境基本条例第２０条第２項におきまして「審議会は、委員の

半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。」と定めら

れております。 

本日、１９名の委員のうち１６名の委員にご出席いただいており

ますので、会議が成立していることをご報告いたします。 

当審議会につきましては、津市情報公開条例第２３条の規定に基

づき、公開することとし、市民一般の方の傍聴席を設けるとともに、

会議の結果につきましても、会議の議事録といたしまして、発言者

の氏名を含め、公開することとなりますので、ご了承のほどよろし

くお願いします。 

 会議の議事録につきましては、津市のホームページ上で公開させ

ていただきますのでご了承ください。 

それでは、「津市環境基本条例」第２０条により、会長が議長をつ

とめていただくことになっておりますので、ここからは、加藤会長

に議事進行をお願いいたします。 

 それでは、加藤会長よろしくお願い申し上げます。 

 

では、ただ今市長から諮問を受けましたように、皆さまのお手元

にもありますように、津市環境基本計画についての諮問ということ

で、挨拶の中でも市長が述べられましたように、色々なこれまでの

１０年の計画は、いわゆる新津のまちをつくるときの皆さまの各方

面からの意見の寄せ集めであると、そういう観点で、これから今、

問題になっているいわゆる再生エネルギーとしての太陽光パネルと

か、あるいは空き地空き家の管理とか、あるいはごみのリサイクル

の効率化の問題だとか、そんなことが色々テーマとしてご発言あり

ました。そういったことも踏まえまして、３０年からまた１０年、

二度目の環境基本計画を策定するに当たりまして、ぜひともみなさ

んのご協力をいただきたいと思います。議事進行にあたってはお互

いに自由に意見をおっしゃるようにしていただけると会議が進行し

やすいと思います。以上でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

それでは議事録署名人ですが、ご指名させていただきますが、よ

ろしいですか。 

太田 増一様、筧 晴様よろしいでしょうか。 
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それでは、審議に入ります。事項１に従いまして 

「第二次津市環境基本計画の策定について」でございますが、事務

局からまず説明をいただきます。 

 

環境政策課長の小畑でございます。 

第二次津市環境基本計画の策定につきまして、「別添資料の２から

６」につきまして、一括してご説明申し上げます。 

先ほど、市長から審議会へ諮問がございましたが、委員の皆様に

は、平成３０年度から平成３９年度までの１０年間を計画期間とす

る「第二次津市環境基本計画」について、ご審議いただきます。 

審議会につきましては、本日を含めまして、５回程度の開催を予

定しており、審議を経て、平成３０年１月頃を目途に答申を頂きた

いと考えております。 

なお、計画策定にあたりましては、津市環境基本計画推進市民委

員会を、こちらも５回程度開催し、環境像や環境目標の設定、具体

の施策等ご提案いただき、審議会にて、ご審議いただこうと考えて

おりますので、ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 

恐れ入りますが、「資料２」をご覧ください。 

現在、本市では、次期総合計画の策定を、全庁挙げて進めており

ます。 

総合計画は、市民が幸せに暮らし続けることができる県都の実現

に向けたまちづくりの基本的な事項を明らかにするもので、目指す

べき津市の都市像や、その実現に向けた取組の方向性を市民と行政

が共有し、共にまちづくりを進めるための「津市の最上位計画」で

ございます。 

今後、皆様にご審議していただき、策定していただきます、「第二

次環境基本計画」は、「次期総合計画」と、とても密接な関係にござ

います。 

今回、この資料では、現在、策定中であります「次期総合計画の構

成（案）」につきまして、ご紹介させていただきまして、今後の「第

二次環境基本計画」の策定の基礎として、ご審議の参考にしていた

だければと考えております。 

それでは、ご説明申し上げます。 

「第１部はじめに」で、計画の趣旨・位置付け等でございます。 

続きまして、「第２部 基本構想」は、まちづくりの基本的な理念

として、津市の目指すべき都市像や市民の暮らし・生き方、土地利

用の考え方などを示すものとし、その性格が長期的に変わることの

ないものであることから、計画期間は特に定めないこととしていま
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す。 

次に、「第３部 基本計画」は、基本構想に掲げる目指すべき都市

像や市民の暮らしなどの実現に向けた施策や取組の方向性などを示

すものとし、計画期間を１０年間としています。 

これからの１０年間のまちづくりとして、本市が目指すべき望ま

しいまちの姿とは、市民がそれぞれの幸せを実感し、心豊かで笑顔

あふれる人生を送ることができるまちです。 

そのためには、子どもたちの明るい未来が展望でき、若者が夢や

希望を持ち、市民の幸せな暮らしが広がり、そして市民の暮らしを

支える力強い地域経済があるまちでなければなりません。 

この理想とするまちを市民の皆様と共に必ずや実現するという想

いを込め、将来像を『笑顔があふれ幸せに暮らせる県都 津市 ～

夢や希望、明るい未来が広がるまちへ～』としています。 

次のページをご覧ください。 

「第２項 目標別計画」では、６つの目標を掲げ、それぞれの基

本政策に沿って、施策の検討を進めています。 

なお、環境の分野では、「目標４ 心やすらぐ住みよいまちづくり」

として、「基本政策 1 環境にやさしい社会の形成」において、自然

環境の保全や活用、環境学習の推進、公害防止対策、再生資源の利

用拡大、廃棄物の適正処理、地球温暖化対策の推進などを。 

また、次の「基本政策２ 持続可能な都市基盤の整備」において

は、生活排水対策や、空き地空き家対策などの施策について、検討

を進めております。 

このように、目標別計画の策定を進め、本年１１月末には、最終

案としてまとまるものと、予定しております。 

次に、「津市総合計画策定のための市民意識調査結果報告書」につ

いて、ご説明いたします。 

こちらの報告書は、津市の新たな総合計画の策定にあたって、津

市への愛着度や定住の意向をはじめ、市政に対する評価や今後重視

したい取組の方向などの市民意識の実態を把握し、総合計画策定に

係る基礎資料とするために実施したものを、平成２８年１０月にま

とめたものです。 

市民の皆様からのご意見やお考えなど、この資料でご紹介させて

いただき、「第二次環境基本計画」の策定の参考にしていただければ、

と考えております。 

そこで、今回は、環境に関連する部分を一部抜粋させていただき

まして、ご説明申し上げます。 

まず、この調査は、津市に居住する１５歳以上の男女７千人を対
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象に実施し、２，６７８人、３８.３％の回答を得たものです。 

調査項目は、「回答者の属性」、「津市での暮らしについて」、「市政

に対する評価」、「これからのまちづくりについて」、「自由意見」で

ございます。 

特に、環境に関する部分としましては、２ページをお願いします。 

「美しい環境と共生するまちづくり」に対しての評価でございま

す。 

まずは、「①満足度」についての回答を、３ページでは、「②重要

度」を、４ページでは、「③満足度と重要度との関係」を、５ページ

では、「④最重点項目」として、回答をいただいております。 

これらから、「①資源の循環的利用の推進」、また、「②廃棄物等の

適正な処理」の評価が高くなっており、中でも「②廃棄物等の適正

な処理」は最重点項目でも上位に挙がっています。 

次に、６ページから１３ページにかけましては、「これからのまち

づくりについて」、各設問の回答をいただいております。 

続きまして、１４ページからは、各分類での自由意見を記してお

ります。 

環境分野に関しましては、主に１８ページから１９ページにかけ

て、でございます。 

ごみの分別や収集や、リサイクルの推進など、様々なご意見をい

ただいており、廃棄物への関心の高さがうかがえるところです。 

また、住環境の分野では、１９ページ１段目の「空き家・空き地の

有効活用」といった、今、津市が取組を進めている項目も見受けら

れますので、参考にしていていただけたらと考えております。 

それでは、引き続きまして、恐れ入りますが、「資料３」をご覧く

ださい。 

こちらの資料は、今回、諮問させていただきました「第二次環境

基本計画」策定の基本的な事項として、「次期総合計画」の構成など、

策定にあわせました形で、事務局の考えをお示しさせていただいた

ものでございまして、これを参考に審議を、進めていただこうと考

えております。 

まず、「1 計画策定の趣旨」でございますが、本市は、平成１８

年１月１日に全国的にも稀に見る１０の市町村が合併し、青山

高原を始めとした緑あふれる山々や豊かな恵みを育む雲出川、

南北に延びる砂浜の海岸線など豊かな自然環境に恵まれてお

ります。 

環境の保全及び創造は、自然との共生を目指し、住民等が安全で

安心な、かつ、健康で文化的な生活を営むことのできる自然と調和
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の取れた恵み豊かな環境を確保するとともに、これを将来の世代に

継承していかなければならないと、考えております。 

平成１９年３月に制定しました津市環境基本条例の基本理念に基

づき、平成２０年３月「津市環境基本計画」を策定いたしました。 

平成２６年４月には、平成２９年度までの目標値を見直す「中間

見直し」を行いました。 

本計画は、「津市環境基本計画」の計画期間の終了を受け、今まで

に取り組んできた環境施策の成果や課題を検証し、「第二次津市環境

基本計画」を策定しようとするものです。 

続きまして、「２ 計画の位置付け」でございます。 

この計画は、津市環境基本条例第８条の規定に基づき、本市の環

境施策を総合的、かつ、計画的に推進するためのものです。 

また、本市の最上位計画である津市総合計画の実現のための環境

分野の基本計画としても位置付けるものです。 

続きまして、「２ 計画の期間」でございます。 

この計画は、平成３０年度から平成３９年度までの１０年間とし

ます。 

ただし、急激な社会情勢や環境の変化が生じた場合は、必要に応

じて計画の見直しを行うものとします。 

以上が、環境基本計画の策定にあたりましての、基本的事項につ

いて、ご説明いたしました。 

それでは、続きまして、「資料４」をご覧ください。 

こちらの資料は、今日まで、ご審議していただいてきました、現

行の環境基本計画の年次報告等での貴重なご意見等を踏まえまし

て、現行の計画におけます、４つの環境目標について、それぞれに

掲げます施策分野で「現状と見えてきた課題」として、整理してみ

ました。 

今後、ご審議していただきます「第二次環境基本計画」の策定に

あたりまして、事務局からのたたき台として、ご参考にしていただ

ければと考えております 

それでは、ご説明させていただきます。 

1 つ目の環境目標でございます。 

「環境目標Ａ ごみ「０(ゼロ)」社会、意識の向上社会」の施策で

は、「1 廃棄物の発生抑制と適正処理」としまして、ごみの発生抑

制のために継続的な啓発や、市民活動への支援をさらに充実してい

くこと、また、各処理施設の安定的かつ効率的な運営に努めること、

不法投棄をさせない環境づくりを講じていくことなどが必要である

と考えています。 
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続きまして、「環境目標Ｂ 持続可能な快適なまち 津」の施策で

は、「1 温室効果ガスの削減」としまして、太陽光発電や風力発電、

また近年では、バイオマス発電の普及など、地域特性に応じ、さら

なる環境負荷の少ないエネルギー施策の推進を図る必要があると考

えています。 

続きまして、２ページをご覧ください。「環境目標Ｃ 人とひと、

人と自然のつながりのあるまち 津」の施策では、「１ 自然の保

全」、「２ 健全な生活環境の確保」、３ページにかけまして、「３ 森

林・農地の保全」、「４ 潤いと安らぎのある環境の確保」としまし

て、地域で活動する市民や団体、事業者などとのネットワークの充

実を図る取組を推進していくほか、大気・騒音等の環境調査の継続

的な実施、公害発生源への監視や指導。 

また、地域の実情に応じた空き地空き家対策、森林保全や緑地保

全、文化財の保存継承など、幅広い分野での取組が必要であると考

えています。 

続きまして、４ページをご覧ください。 

「環境目標Ｄ 自主・協働による環境活動の促進」の施策では、 

「１ 環境学習・環境教育・消費者教育の推進」、「２ 自主的な環

境保全対策の推進」としまして、環境学習センターでの各種講座の

開催などを通して、環境への関心が広がるような取組や、市民清掃

デーや資源ごみ回収活動等の地域での取組を、継続的に支援してい

くことで、さらなる環境意識の向上に努めていく必要があると考え

ています。 

このように、それぞれの施策分野で現状と課題を、再認識したう

えで、今後、取り組むべき施策を、新たな環境基本計画に盛り込ん

でいこうと考えています。 

恐れ入りますが、「資料５」をご覧ください。 

あらためて、現行の「環境基本計画」の、理念、環境像、環境目標

を紹介させていただきます。 

こちらにつきましても、「第二次津市環境基本計画」の根幹となる

ものでありまして、現行の計画をご参考にしていただき、今後の審

議につなげていただければと考えております。 

早速でございますが、 

「第二次津市環境基本計画の理念・環境像・環境目標」について、

で、ございます。 

まず、計画の理念ですが、現行の計画では、「持続的な発展が可能

な環境と共生するまちをつくる」こととされ、これは、津市環境基

本条例 第３条（基本理念）に基づき、検討されたものでありまし
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て、現在でも、その想いに変わりはなく、次期計画におきましても、

この理念は継承していけるものと考えております。また、目指すべ

き「環境像」につきましては、現在、「山、川、海、人が共生する元

気なまち 津」、と、設定されており、また、ＡからＤの４つからな

る「環境目標」につきましては、委員の皆様からのご意見等はじめ、

これからの津市のイメージや、取組のキーワードなどを参考に、目

指すべき姿に向かって進んでいけるよう、津市環境基本計画推進市

民委員会でも、ご議論いただきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

最後に、「資料６」をご覧ください。 

この計画の策定におけます、主なスケジュールでございます。 

本市での最上位計画であります「総合計画」を策定の進捗にあわ

せまして、当、「第二次環境基本計画」の策定を進めていきたいと考

えております。 

また、同時に、ごみ処理や生活排水処理に係る現況と将来を見据

え、本市に適した一般廃棄物処理のあり方など、「第二次一般廃棄物

処理基本計画」の策定も進めております。 

このような、流れも踏まえまして、「第二次環境基本計画」の策定

にあたりましては、先ほど申し上げましたところと重複しますが、

当審議会につきましては、本日を含めまして、来年の１月末までに、

５回程度の開催を予定しております。 

しかし、環境審議会委員の任期である２年を、平成２９年１０月

１８日に迎えることとなり、策定期間中の大切な時期に、新たに委

員さんの委嘱をさせていただくことになります。 

このような時期となりますので、現委員も皆様の再任を、お願い

できればと考えております。よろしくお願いします。 

今後、審議会の開催につきましては、具体的な施策等ご検討いた

だきます「津市環境基本計画推進市民委員会」での進捗を踏まえま

して、日程調整を考えておりますので、ご理解、ご協力をよろしく

お願いいたします。 

事務局からの説明といたしまして、資料２の「総合計画」との関

連から、この「資料６」の計画策定のスケジュールまで、一度に、ご

説明させていただきました。 

今後、委員皆様の貴重なご意見、ご提言を踏まえまして、「第二次

環境基本計画」の策定を進めていきたいと考えておりますので、忌

憚のないご意見をいただければと考えております。 

よろしくお願いいたします。 

以上で、事務局の説明を終わらせていただきます。よろしくお願
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環境政策課長 

 

いいたします。 

 

事務局より第二次津市環境基本計画の策定についての説明があり

ました。ただ今の説明に対して委員の皆さんからのご意見、ご質問

はございませんでしょうか。なんでもご自由にご発言いただきたい

と思います。 

 よろしいですか。委員長から発言しますけれども、環境審議会と

環境基本計画の推進市民委員会の今の資料６のスケジュールを見る

と、どういうふうに配置されているのか分かりませんが、なんか我々

の色々な意見をまとめていくにあたって市民委員会の意見を拝聴し

た上で議論を、それも取り込みながら進めていきたいと思います。

そういう観点から言うと、この丸が打ってある、うまくはまるかな

という懸念がちょっとありましたが、これは市民委員会がどういう

頻度でおやりになるかだいたいここに丸が打ってあるのが６回です

か。だいたいそれを反映すると１回遅れで我々の審議会、例えば、

８月の第３回審議会が最もいろんな意見を伺うチャンスになると思

いますが、そのへんまでにその市民委員会のほうが３回開かれてい

てある程度の意見が例えば８月にいただけると期待してよろしいで

すか。そのへんのところのタイミングがちょっとこれだけでは読み

取れませんので。 

 

 推進市民委員会のほうでいろいろとご意見を出していただくわけ

ですけど、一応８月までに３回ないし４回推進市民委員会の開催と

なっておりますが、市民委員会の日程調整がございますので、必ず

や４回開催されるかどうか分かりませんが、このスケジュールで多

くの意見をいただけるように日程調整して進めていきたいと考えて

おりますのでよろしくお願いします。それでその出た意見に対しま

して審議会の委員の皆さまでご協議いただく、ご審議いただくとい

う形で進めていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

 それと発言がありましたように、１０月１８日が任期ですから少

なくともこの時の４回目の環境審議会までに方向が全部決まってな

いとまずいという、そういう形で進めないといけないわけですね。

第５回というのは、これはまとめで市長に対して諮問に対して答え

るということですか。 

 

 第４回のところまで固めまして、パブリックコメントに向けてそ

の前に固めておくと。それをパブリックコメントにかけて、そのパ
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ブリックコメントを出した後、市民の皆さまの意見を頂戴して、そ

れを取りまとめたものを最終案として１月に答申いただく。そのよ

うなスケジュールでございます。よろしくお願いします。 

 

 今、やり取りしましたように大変いろんな課題を計画的に結論を

出していかないといけませんので、なるべく皆さんご参加いただい

てご自由に意見をいただくとともに、まず今日配布しましたこれら

の資料を少しお読みになって予備的に自分の意見などをまとめてお

いていただいたらと思います。 

 

 先程と関連するのですけども、前回、第１回基本計画作るときに、

私、策定市民委員をさせていただいていました。そして審議会とど

ういうふうな関連性を持つのかというのを、いささかの疑問を持っ

ておりました。やっぱり市民委員さんというのはどちらかというと

ワーキングのほうの部分、細やかな主題に応じて、わりと細やかな

部分でされていますので、より具体的な形で出てくると思うのです。

それをこちらにどういうふうにフィードバックされてくるのかとい

うことがうまくいってなかった。もちろん最初の時ですので、審議

委員とそういう推進委員というような区分の関連性というのはうま

くまとめられない中で作られたように思いましたので、やはりかな

り人数的にも多いと思いますし、いろんな形でされると思いますの

で、そこの考え意見等々が、そしてそれをこちらのほうできちんと

していくという形が大事なんじゃないかな。そうじゃないとせっか

く推進委員と言ってもなんのためなんやというのも聞かれたように

思いますので、やはりお互いがそういう形というものを理解しなが

らしていくということがちょっと大事なように思います。先ほど市

長さんが言われたように、今まで寄り合い所帯の中での、とりあえ

ず大まかなくくりの中で、今度はもう一つオリジナリティなものを

作っていかなければならんと思いますので、推進委員さんたちは推

進委員さんたちとしての何かアイデンティティみたいなものを持っ

てされていると思いますので、そこと私たちがきちっと連携しなが

らしていくことがとても大事なように感じました。 

 

 はい、ありがとうございました。 

 例えば今のご意見に追加しますと、例えば先ほどの資料４にもあ

りますように、環境目標に従って例えばごみについては市民委員の

方はどういうふうに問題点があると指摘いただけますかという形の

やり取りが必要ですかね。 
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 かなり細やかな部分とそれぞれの自分たちに合った、今回先ほど

言われました、例えば空き家とか空き地とかより具体的な部分があ

るので私たちだけではなくて、そういうとこに直接知っていただい

ている推進委員たち方がみえると思いますのでそういう方からの思

いというのを受けていくことが今回市長さんから言われたのが先ほ

どの具体的なかなり絞った形のものが出されましたので、そこらの

ことについては特に推進委員さんの意見を聞くということで、ラン

ダムな形じゃなくて、今言われたようなことの部分については聞く

っていう形をしていっていただくほうがいいやないかな。そこらが

大事だと思いました。 

 

 例えば、具体的な例ですけど、資料４，５をですね、推進委員の皆

さんにも提示されるのですか。 

 

 はい、同じ資料を 

 

 そうするとそれについての例えば項目ＡについてＢについてどん

な意見がありますかという進め方でそれぞれまとめた意見を吸い上

げていただくと我々もそれに対処しやすいと思いますけど。そのへ

んはなにか、前回の推進委員会をおやりになってなにか課題とかそ

ういうのはありませんか。 

 

 年次報告の部分でですね、審議会、そういったところで出た意見

も踏まえて資料を作らせていただいておりますので、今後市民委員

会の方に諮るときにも同じように資料を提示しまして現状課題の中

で、課題解決に向けてどのような施策を展開していけばいいのかと

う細かい施策の部分についてご意見を頂戴したいと考えておりま

す。 

 

 津市環境計画資料４の２ページ、非常に具体的な部分で固有名詞

が出てきている部分があると思いますので、環境目標Ｃ 人とひと、

人と自然のつながりのあるまち 健全な生活環境の確保の現状の４

つ目、３つ目なんか、今日は獣医師先生も居ていただくと思います

けども、飼い主、犬の云々という狂犬病やこれらのことを、そして

見えてきた課題、利便性、これらについてもっと愛犬家とかそうい

う人の思いとか、色々なことを聞く必要があると思います。そうし

た部分も含めてしていること、それから例えば見えてきた課題の中
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で志登茂川云々ということも出てきます。じゃ志登茂川の共用開始

について、志登茂川に関わる人たちについてどんな思いを持ってい

るのか、どのようにしていこうかとういうより具体的な部分で推進

委員さんたちと提言をいただくと審議がしやすいのじゃないかなと

思います。 

 

 そのへん、最初の我々の希望も含めまして、皆さんに発言してい

ただきたいと思います。 

 

 筧委員さんからもお話しがありましたように、また市長のほうか

らも話しがありましたように、１０年前にこの計画を作ったんです

けども、この時に何の因果か１０年前私、この環境の関係の仕事さ

せていただいておりまして、最初作った環境基本計画の時にも、策

定過程というのを私、実は知っているわけでございますけども、そ

の時は確かに１０の市町村が寄ってきてこの環境ということについ

ての議論をしたわけでございますので、極端な話を言いますと、海

の方にお住まいの方は山の方のことをあんまりまだ分かってない、

山の方にお住みの方は海のほうのことをあんまりよう分からん、そ

ういうふうなまだ本当に合併したばかりですので、地域の事情もよ

く分からない中で、それぞれの立場の人が意見を出し合いながら、

そういう意味では色々迷いながらというか、探りながらというか、

そういうふうなことを思って作ってきたのが１０年前でございます

けども、１０年経った今回は、そういう意味では１０年前とは違っ

てくるんやろなというふうに思います。やはり１０年経ったことに

よってもう海の方にお住まいの方が山のほうのことをさっぱり分か

らんわとか、山の方にお住まいの方が海のほうというようなことが

１０年前とは変わってきているというふうにも思いますので、そう

いうふうなものを踏まえた上で、例えば今も出ました、空き地とか

空き家とかというふうな話は１０年前に議論している頃にはそんな

議論があったのはあったんでしょうけど、こういう皆さんのお集ま

りの中では出てこなかったんですよね。そういうのが１０年経つと、

そういう話題が推進市民委員さんの中からもそんな話が出てくる。

そういうふうにやっぱり１０年経ったことによって違いが出てくる

部分もあるのかなというふうに思います。そういうことからですね、

１０年前は１０年前の作り方とその状況があったのでそういう作り

方をしましたので、今回は１０年後の作り方があるんだろうな、そ

んなふうに思っています。色々な方、推進市民委員さんのそれぞれ

のお立場の意見も入れながらこの審議会の中でそれも踏まえた上で
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の議論をしていただきながら、この計画、より良いものが作れたら

なと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

 委員のほうからこの際、いろいろご意見がありましたらおっしゃ

って下さい。 

 

 資料３に基本的事項ということで、策定の趣旨が書かれていて、

豊かな環境を将来形成していくこと、これ非常に大事なことだと思

うのですが、１０年というと、最近の世の中の進み方、かなり変わ

る可能性がありますよね。なおかつ人口減少はなかなか止められな

いという中で、市の財政もそんなに余裕がない状況に当然なってく

ると思います。そうすると何を重要視して施策を打っていくのかと

いうことが非常に大事だと思います。その時、非常に気になるのが、

この審議会の委員さんの年齢が分かりませんけども、５０代、６０

代、７０代だと思うのですよね。若い世代がいったいどう考えてい

るのかというのを、意識的に取っていく必要があるのじゃないかと

思うのです。それでちょっと不満というか知りたいのは、なかなか

いいアンケートを作っていただいているのですが、せめて年齢区分

による回答の集計ができるような形になっていないのかどうかです

ね。これ結構年代による差っていうのはかなりあると思うのですね。

当然高齢世代だと、例えばこれがどんな街になるのか高齢者、障害

者が暮らしやすい街、医療が充実している街、高齢者は当然これを

挙げますよね。だけどどの程度それを全体として見ていくのかとう

いうのは、比較的子育て世代が多いのか少ないのか、若い人が多い

のか少ないのか分からない中でも、それなりの評価はあるのですけ

ども、ちょっとその年代があるのかどうか、年代による意見が整理

されているのかどうかお聞きしたいと思います。 

 

 実施した担当部所のほうに確認をとりまして、後日お示しできる

ように整えます。 

 

 先ほど空き地空き家の問題で言われていたのですけども、資料２

の１９ページを見る限り２件しかない。その前の様々な質問につい

ても空き家空き地に関する質問が見られなかったのですけども、そ

れはどういうところから空き家空き地の問題、ただ声が多いという

ことだけなのか本当に市民全体としてそういう声がたくさん出よう

としているのか、ちょっと分からないですが、先ほどの問題意識の

ところで市や町にどういうところから声が上がってきているのかお
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聞きしたいですけど。 

 

 空き地空き家問題に関しましては、平成２６年度に特別措置法が

できるなど、全国的にも話題となっておりまして、本市におきまし

てもまさに２８年度に空き地空き家対策計画というのを別に策定を

進めておるところでして、その中で環境問題とは切っては切り離せ

ない問題であり、別途特化してそういった計画を策定しておるとこ

ろになるんですけども、それにおきまして市民アンケートを取って

おります。その中で多くいろいろ問題視される意見等も存在してお

りますので、そういった内容も皆様にご披露させていただけるかと

思いますので、よろしくお願いします。 

あと補足で市民の方から空き家空き地に関して、かなりの市の方

に相談件数をいただいておる状況でございまして、近況ですけども

平成２７年度では相談件数６１２件寄せられておりましたのが平成

２８年度２月末現在では８８５件で、これがさらに遡りますと平成

２３，４年頃には２００件ほどで推移していたんですけど、近年、

急激に増えてきた。ご相談について、どうぞ市のほうへお寄せ下さ

いというＰＲ・啓発もさせていただいているのもあるかと思うんで

すけど、相談件数は増えてきております。そのような状況でござい

ます。 

 

 私的な意見ですけども、私の女房の田舎の四国の田舎でして、そ

こですと空き家を始末すると宅地の固定資産税が何倍にもなるんで

すね。それがどうも空き家を壊さない理由になっているようなんで

すね。ですからここも周辺地域が過疎化していくとそういう問題が

いっぱい発生すると思うのですよね。そういうことに対してどう対

処するか、行政だけの責任では無いですが、お互いに共通の現状を

知っておく必要があるのではないかなと。 

 

 根本的な考え方として危険な空き家になってしまう、市長も冒頭

にも申しておりましたけど、通学路に倒れこんでくるような空き家

になってしまうと、これはいわゆる末期症状でございますので、い

かにそういうのをそういう状態までにしない、発生抑制ですね、こ

れが一番肝心だと思うのですけど、現状でかなりそういう状態にな

っているのも、多いです。がゆえに今、先ほど申し上げた相談件数

の増加になってきております。ですので、今固定資産税の件で６分

の 1 に軽減されているのが、建築物を取り壊す事によって元の税率

に戻ってしまい、税制優遇措置がなくなってしまうということもあ
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るのですが、それを抑止力という言い方はよろしくないかもしれま

せんけど、だからそういうことにならないよう、発生しないように、

事前に、相続問題でなかなかまとまらなくて、そういう状態に至っ

てしまうとか、お年寄り高齢化社会の中でお年寄りの方がなかなか

面倒を見ない。ご家族の方が遠くに分家されて、遠く離れてその実

態が分からない。そういった状況がある中で、早期に皆様にそうい

う課題意識、危機感を持っていただく。いつかは個人の財産ですの

で、わが身に降りかかってくるというのも周知、ＰＲさせていただ

きながら発生抑制に努めるべきかなというように考えておりますの

でそのへんもまた、ご検討いただければと思っております。 

 

 皆様のご意見をだいたいいただいたようですので、次の事項２ 

のほうに移りまして「その他」でございますが、事務局から何かご

ざいますか。 

  

本日は第二次津市環境基本計画の策定について、諮問させていた

だいた後に、ご審議いただきありがとうございました。 

なお、時間の都合もございまして、まだご意見等がある委員の皆

さまもお見えになるかと思います。つきましては、お手元に配布さ

せていただいております意見シート」に、ご意見等ご記入いただき

まして、４月７日（金）までに、ご提出いただければ、次回の審議会

または、津市環境基本計画推進市民委員会で提案できればと考えて

おりますのでどうぞそちらの意見シートに、ご意見等ご記入いただ

きましてご提出いただきますようお願いいたします。以上でござい

ます。 

 

次回の日程調整とかは新たにやっていただけるのですね。 

 

５月を予定しております。それまでに推進市民委員会を開催しま

す。そちらとの日程調整もありますので、またご連絡させていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

 

一応５月の下旬ということですね。 

以上で本日の議事はすべて終了いたしました。 

これをもちまして、「平成２８年度 第２回環境審議会」を終了し

たいと思います。 

どうもありがとうございました。 

 


